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東北地方太平洋沖地震の状況を鑑み、中止も

検討された弾正祭が、４月３日、義援金を募る

など被災地支援の機運盛り上げも込めて予定通

り開催されました。これは、かつての木山城主

の木山弾正をしのぶとともに、文化の振興と地

域住民の友好、親ぼくを図るため、弾正保存会

（増永信喜会長）が毎年開催しているものです。
ますながのぶ き

途中で小雨がぱらつくあいにくの天気ではあ

りましたが、祭りは被災者への黙とうで始まり、

チャリティーでポップコーンや綿菓子が用意さ

れ、ステージでは、勇壮な弾正太鼓をはじめ歌

や踊りなどの多彩な出し物、もち投げなどで盛

り上がり、観客は春の一日を満喫していました。

弾正祭開催

観客の周りで踊り楽しませたひょっとこ愛笑会

町婦人会（冨田セツコ会長）主催の米消費拡大

料理講習会が３月30日、町公民館調理室で開か

れました。

今回は、田上由美子栄養士の指導により、地

産地消にこだわった「混ぜご飯」「ちらし寿司」

「チキン南蛮」「鶏唐揚げ」「野菜サラダ」「のっぺ

い汁」「揚げ饅頭」など計９品を作りました。

試食会は、町公民館講堂を手作りの温かみの

あるレストラン風にアレンジし、バイキングス

タイルで実施。住永町長をはじめ各校区の区長

会長、老人会長ら招待者は、地元食材を使った

料理を思い思いに皿に盛り、舌鼓を打っていま

した。

町婦人会の米消費拡大料理講習会

地元の食材にこだわった料理が並ぶ試食会
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